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5 版(Diagnostic statistical manual of mental disorders; DSM-5, 2013 )において、発
達障害は神経発達障害(Neurodevelopmental disorders)と総称されるようになり、注意欠
如多動性障害(Attention deficit hyperactivity disorder ; ADHD)が発達障害に位置付け
られ、自閉症スペクトラム障害(Autism spectrum disorder : ASD)と ADHDとの併存が認め 
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  ASD と ADHD の併存率については、多くの研究者が報告しているが、Lai.M.C ら(2014)
は 28～44％、Oerlemans A.M ら(2014)は 47.8%と高い併存率を報告している。しかし、
精神科医が診察場面で多動や衝動性を確認できても、保護者の話だけでは ADHD の診断基
準を満たしておらず、学校では大きな指導上の問題が見られるが、保護者は対応に困って
























(1) 事例 1 
①中学 2年生 男子 (初診時 7歳 通常学級) (以下 Cl.1と記す)  




－ASD と ADHD が併存している中学生への学習支援と通常学級への適応のためのエッセンス－ 























WISC- Ⅲ    VIQ 106  PIQ 100  FIQ 104（平成 X-7年 2月） 
知的には正常域であるが、処理速度が遅い。 
⑥診断 
平成 X-1年 4月に当院を再受診し、ASDと ADHDが併存しているという診断であり、MPH 18mg
の処方が開始された。 
 
(2) 事例 2 
①中学 2年生 男子 (初診時 中学 1年生 通常学級) (以下 Cl.2と記す) 
②主訴 : 勉強がまったくわからない 
③問題の経過 : 






















ASDと ADHDが併存しているという診断を受け、MPH18mgの処方が開始された。  
  
(3) 事例の学習パターンと支援方針 
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(1) 事例 1 













② 2学期～3学期(X-1年 9月～X年 3月) 

































③ 3年生(X年 4月～9月) 
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 (2) 事例 2 











④ 2学期～3学期(X-1年 9月～X年 3月) 











































③ 3年生(X年 4月～9月) 
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4. 発達外来の状況 
(1) 当院の発達外来に平成 29年 9月に来院した 260名の内訳 
 特別支援学級 通常学級 通級指導 人数 
幼児    49 
小学生 62 74 (21) 136 
中学生 13 26 0 39 
高校生    13 
支援学校生    11 
大学生    2 
専門学校生    2 
就労移行支援    5 
自宅    3 
合計 75 100  260 
(2) 小学生と中学生 183名の診断名 






ASD 7 3  
+ 知的障害 3 3 6 
       + てんかん 2   
   + 適応障害 1 3  
+ ADHD 99 18  
       + 協調運動障害 5   
          + 学習障害               4 3  
         +  抜毛 5 2  
       + 適応障害 3 5  
       + 緘黙 1   
       + 社交不安障害 1   
       + 知的障害 1  2 








小学生 56 / 62    55 / 74     2 / 5 
中学生     12 / 13   25 / 26   2 / 3 
合計 68 80 4 
  
通常の学級における発達障害への支援 
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(4)発達外来の状況説明 

















小学生と中学生 183 名の診断名をみてみると、ASD と ADHD との併存率が最も高く、小学









事例ともに ASDと ADHDが併存しているという診断であるが、併存する ADHDのタイプが異
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 ASD と ADHD が併存した児童・生徒の通常学級への適応のためには、次の 3 点がエッセン
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り、こだわりが強くなる前の時期が効果的であると考えられる。 
第 3として ASDと ADHDの通常学級適応のためには、脳機能の違いを意識し、児童・生徒
にその場面でうまくいくやり方を学ばせる指導を行っていくことが大事である。問題行動
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